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・2面…幼稚園児を募集
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・4・5面…民権運動のその後
それは「金目」で始まりました
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＜平成14年9月1日現在（ ）内は前月比＞ ●人口 255,119（－92） ●世帯 95,497（＋46）

平成14年（2002年）

金目の民権家トリオ

安政元年、南
金目村生まれ。
明治17年、県議
会議員になる。
明治19年、キリ
スト教入信。同
年、猪俣道之輔、

とともに三郡共立学校を開
設。明治26年、金目村第2代村長。大
正7年から昭和8年までは、盲人学校
の第3代校長を務める。南金目の共
同墓地に宮田の「田」の字の中を十字
に刻んだ墓がある。「鼎田

て い で ん

」の雅号を
持つ画家でもあった。

安政2年、南金
目村生まれ。明
治15年、県議会
議員になる。明
治19年、キリス
ト教入信。明治
22年、金目村初

代村長。明治43年、平塚町第16代町長。
寂静寺（南金目）に墓と顕彰碑がある。
「竹渓

ち く け い

」の雅号を持つ書家でもあった。
明
治
の
初
め
は
、
国
に
対
し

て
自
由
に
意
見
が
言
え
な
い
時

代
で
し
た
。
そ
こ
で
、
人
々
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
か
ら
代
表
を

出
し
て
意
見
を
言
い
合
え
る「
国

会
」を
開
設
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

明
治
十
三
年
、
国
会
開
設
を

求
め
る
請
願
運
動
は
現
在
の
平

塚
市
域
で
も
活
発
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
県
議
会
議
員
だ
っ
た
馬

入
村
の
杉
山
泰
助
、
小
嶺
村
の

福
井
直
吉
ら
が
中
心
に
な
り
、

わ
ず
か
三
か
月
の
間
に
相
模
全

体
で
二
万
三
千
五
百
五
十
五
人

の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の

数
は
、
高
知
、
広
島
、
岡
山
に

次
い
で
、
全
国
で
四
番
目
に
多

い
数
で
す
。
集
ま
っ
た
署
名
は
、

福
沢
諭
吉
の
案
文
と
と
も
に
明

治
十
三
年
六
月
に
政
府
に
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
翌
年
十
月
、
政
府

は
、
開※

２

拓
使
官
有
物
払
下
事
件

や
全
国
三
十
二
万
あ
ま
り
の
署

名
を
き
っ
か
け
に
、
憲
法
制
定

と
国
会
開
設
を
約
束
し
ま
し
た
。

国
会
開
設
要
求
な
ど
の
自
由

民
権
運
動
が
盛
り
上
が
る
中
、

明
治
十
四
年
八
月
、
相
模
最
大

の
民
権
結
社
「
湘
南
社
」
が
大

磯
に
誕
生
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

学
習
会
や
講
演
会
、
討
論
会
が

定
期
的
に
開
か
れ
、
政
治
・
法

律
・
経
済
な
ど
を
討
論
し
て
い

ま
し
た
。
社
長
は
大
住
・
淘
綾

両
郡
長
を
務
め
た
山
口
左
七
郎

で
、
南
金
目
に
は
そ
の
支
社
が

あ
り
ま
し
た
。

湘
南
社
で
活
躍
し
た
人
た
ち

の
中
に
金
目
の
民
権
家
ト
リ
オ
・

宮
田
寅
治
、
猪
俣
道
之
輔
、
森

が
い
ま
す
。

民
権
思
想
や
キ
リ
ス
ト
教
の

人
道
思
想
に
影
響
を
受
け
た
同

世
代
の
彼
ら
は
、
互
い
に
力
を

合
わ
せ
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の

分
野
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
す
。
そ

し
て
、「
明
治
の
文
化
村
」と
呼

ば
れ
る
ま
で
に
金
目
の
ま
ち
を

築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
七
年（
一
八
七
四
年
）、高
知
県
で
板
垣
退
助
が
始
め
た「
自
由
民
権
運
動
」。

国
会
開
設
や
憲
法
制
定
、
地
租
軽
減
な
ど
、
国
民
の
自
由
な
権
利
を
獲
得
す
る

た
め
に
広
が
っ
た
こ
の
運
動
は
、
平
塚
を
含
む
相
模
の
地
で
も
盛
ん
で
し
た
。

当
時
、
大
住
郡
・
淘
綾

ゆ

る

ぎ

郡
に
属
し
て
い
た
平
塚
・
大
磯
・
二
宮
・
伊
勢
原
・

秦
野
の
地
域
は
、
相
模
民
権
運
動
の
中
心
地
で
、
明
治
十
年
代
に
多
く
の
民※

１

権

家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
情
熱
は
、
今
の
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
平
塚
の
自
由
民
権

運
動
と
そ
の
後
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す（
四
・
五
面
関
連
記
事
）。

金目は、まさに「自由民権の里」ですね。

自由民権運動研究家

大畑 哲さん（相模原市）
※1 自由民権運動の活動家　※2 北海道の開拓使の工場や牧場などを政府と関係がある実業家に安値で払い下げようとした事件。これにより政府への批判が高まった。

南金目という小さな村に3人もの民権家がいた

というのは、ほかでは例をみないことです。そ

して、残した事業が政治運動だけでなく、三郡

共立学校や、私立育英学校、私立中郡盲人学校

をつくり、教育や福祉に情熱を注いだことはす

ばらしいことだと思います。

民権運動で鍛えられ、養われた彼らの心には、

「人間の尊厳と平等を重んじていこう」という思

想があったんでしょうね。盲人教育も「障害者

を自立させたい」という思いから始められたの

でしょう。人間は平等で、自立しなければ自己

実現ができないというヒューマニズムを持って

いたんだと思います。私欲を捨て、世の中のた

めに奉仕しようという共通の理念を持った民権

家が南金目に3人もいたということは、まった

く驚きですね。このように、金目という地域は、

歴史的にすばらしい価値を持っていると思いま

す。民権家たちの生き様はもちろん、彼らが残

した文化や事業を通して、「金目とは何か」とい

うことを現代の視点から問いかけてみる必要が

あると思います。

わたしは、40年ほど前に初めて金目に来たと

きから、この地域の魅力に引き込まれていて、

何度も訪れています。いろいろな地域の民権運

動を調べていますけど、一番印象に残るのがこ

の金目です。秋の紅葉もきれいですし、春にな

れば金目川沿いに桜も咲く。金目は、何度来て

も発見がある、まさに「自由民権の里」ですね。

宮田寅治
（1854－1938）

安政3年、南金
目村生まれ。明
治24年、県議会
議員になる。明
治35年、金目村
第5代村長。長男
の純一は盲人学
校の第2代校長を務める。三郡共立
学校があった宗信寺に墓がある。
「鶴汀

か く て い

」の雅号を持つ湘南俳壇の師
匠でもあった。

（1856－1914）

もり こ うざ ぶ ろ う

猪俣道之輔
（1855－1940） 自

由
自
由
へ
翔
た
民
権
家
た
ち

翔
た
民
権
家
た
ち�

か
　
け�

自
由
へ
翔
た
民
権
家
た
ち�

か
　
け�

二
万
三
千
を
超
え
る

国
会
開
設
の
署
名

湘
南
最
大
の
民
権
結
社

「
湘
南
社
」誕
生

活
躍
し
た
金
目
の

民
権
家
ト
リ
オ

▼大住・淘綾郡などの人々の署名がつづ
られている「国会開設請願諦盟

た い め い

書」

盲学校前での記念写真。下段中央が民権家・宮田寅治。その左右は比企喜代助（左）と猪俣松五郎

〈大磯町郷土資料館蔵〉

い のま たみ ち の す け

み や た と ら じ



幼
稚
園
児
を
募
集�

幼
稚
園
児
を
募
集�

平成14年10月15日　２
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

話 題

10月は建設リサイクル法推進月間です。建物などの解体工事などを
する場合は、分別解体をするとともに再資源化に努めましょう。建築
物の解体、新築・増築、修繕、土木工事などをする場合は、事前の届
け出が必要になる場合があります。ご確認ください。

10月は建設リサイクル法推進月間
◇問い合わせ先　建築指導課（121－9731）

▽
４
歳
児（
２
年
保
育
）

平
成
10
年

４
月
２
日
〜
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
３
歳
児（
３
年
保
育
）

平
成
11
年

４
月
２
日
〜
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆
入
園
願
書
の
配
布
日
と
場
所

▽
私
立
幼
稚
園

10
月
15
日（
火
）〜
、

各
幼
稚
園

▽
市
立
幼
稚
園

10
月
15
日（
火
）〜
、

各
幼
稚
園
と
学
務
課

◆
入
園
願
書
の
受
け
付
け
日
と
場
所

▽
私
立
幼
稚
園

11
月
１
日（
金
）〜
、

各
幼
稚
園

▽
市
立
幼
稚
園

11
月
１
日
（
金
）
と

５
日
（
火
）、
各
幼
稚
園

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課
（
1

35-

８
１
１
８
、
豊
原
分
庁
舎
１
号

館
１
階
）
へ
。

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
三
千
二
十
七
人
を
対
象
に
住

民
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
回

答
は
、
一
千
四
百
四
十
一
人
（
四
七
・

六
％
）
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主

な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
詳
細

は
市
役
所
一
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
調
査
方
法

に
つ
い
て
は
、
総
務
課（
1
21-

８
７

９
７
）
へ
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は

各
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
湘
南
ひ
ら
つ
か
名
産
品

名
産
品
を
知
ら
な
い
人
が
知
っ
て

い
る
人
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
知

っ
て
い
る
人
の
半
数
以
上
は
購
入
経

験
が
あ
り
ま
し
た
。
知
名
度
が
高
い

の
は
、「
た
た
み
い
わ
し
」
や
「
味
付

落
花
生
」
で
し
た
。
名
産
品
の
イ
メ

ー
ジ
に
、「
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕
ま
つ

り
」
を
取
り
入
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し

い
と
思
う
人
が
多
く
、
七
夕
ま
つ
り

へ
の
親
し
み
や
思
い
の
大
き
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
推
進
課

（
1
35-

８
１
０
１
）
へ
。

◆
改
定
平
塚
市
老
人
保
健
福
祉
計
画

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
栄
養
・

運
動
・
休
養
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
日
常

生
活
が
忙
し
い
た
め
、
健
康
診
断
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
人
も
多
く
、
病

気
の
早
期
発
見
・
治
療
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
は
次
世
代
の
人
た

ち
と
交
流
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

交
流
を
通
し
た
知
識
や
経
験
な
ど
の

伝
承
を
生
き
が
い
に
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
34-

０
３
１
１
）、
高
齢
福
祉
・

介
護
保
険
課（
1
21-

８
７
７
８
）へ
。

弁
護
士
が
身
近
な
法
律
相
談
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
受
講
無
料
。

▽
日
程

10
月
22
日（
火
）「
刑
事
手

続
き
」、
29
日（
火
）「
民
事
再
生
手
続

き
」、
11
月
５
日（
火
）「
老
後
の
た
め

の
法
律
知
識
」、
12
日（
火
）「
働
く
人

の
法
律
知
識
」、
19
日
（
火
）「
遺
言
」

▽
時
間

午
後
６
時
〜
８
時

▽
会
場

勤
労
会
館

▽
定
員

各
50
人
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
市
民
情
報
・
相

談
課
（
1
21-

８
７
６
４
）
へ
。

市
内
二
十
八
の
幼
稚
園
で
、
来
年

四
月
に
入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん

を
募
集
し
ま
す
。
私
立
は
三
歳
〜
五

歳
児
を
、
市
立
は
二
年
保
育
の
た
め
、

四
歳
児
の
み
を
募
集
し
ま
す
。
入
園

に
つ
い
て
は
、
希
望
さ
れ
る
園
に
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

▽
５
歳
児（
１
年
保
育
）

平
成
９
年

４
月
２
日
〜
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

 私立幼稚園  地  区  電話番号  入園説明会（１０月）�
育英 出縄 ３３－２２１５ １６日（水）�
大神美里 大神 ５４－３２８８ １６日（水）�
大野 東八幡 ２１－７３０２ ２３日（水）�
神田 大神 ５５－０８４１ １５日（火）�
黒部丘 黒部丘 ３１－１９５５ １６日（水）�
さきとり 四之宮 ５４－３５５８ １６日（水）、１７日（木）�
さなだ 真田 ５８－０００１ １９日（土）�
清水学園付属 根坂間 ５８－８０８０ ２３日（水）�
湘南桜ケ丘 桜ケ丘 ３１－２６２３ １６日（水）�
しらふじ 山下 ３４－３２３７ １８日（金）�
つくし 飯島 ５８－７１１１ ２３日（水）�
つるみね 浅間町 ２２－２００７ １６日（水）�
道和 豊原町 ３１－０５９５ １９日（土）、２６日（土）�
なでしこ 平塚 ３１－２４７１ ２３日（水）�
白鳥 河内 ３２－７８７５ ２４日（木）�
花乃 入野 ３２－００８６ ２２日（火）�
花水 龍城ケ丘 ３１－５９２１ ２３日（水）�
東中原 東中原 ３３－４８４９ １６日（水）�
平岡 岡崎 ５８－１１８８ １７日（木）、２３日（水）�
平塚二葉 見附町 ３１－０８６４ ２３日（水）�
平塚めぐみ 纒 ３２－３４２２ １８日（金）�
松風 松風町 ２２－０５５８ ２２日（火）�
美里 下島 ５５－３８３０ １７日（木）�
 市立幼稚園  地  区  電話番号  入園説明会（１０月）�
港 夕陽ケ丘 ２２－４１８９ ２３日（水）�
さくら 東真土 ５５－４４１４ ２１日（月）�
ひばり 御殿 ３１－３８２８ ２２日（火）�
土屋 土屋 ５８－１４１５ ２４日（木）�
金目 南金目 ５８－０２４３ ２５日（金）�

「潮風と花のかおる湘南ひらつかまちづくり」の実現に向

け取り組んでいる「新平塚市総合計画改訂基本計画第2次実

施計画」（計画期間平成13年度～15年度）の初年度の実績がま

とまりました。

この計画には、福祉・健康、産業、教育・文化、都市基盤・

環境などの分野別施策体系に沿って、440事業が掲げられて

います。平成13年度には、440事業の88.4％にあたる389の事

業に着手し、3年間の計画事業費の25％にあたる146億4,283万

7千円の事業費を執行しました。着手した事業は、おおむね

計画どおり実施することができました。

【基本目標と着手した主な事業】

Ⅰ健康といきがいに満ちたふれあいのある湘南の都市
（福祉・健康、市民生活、防災・安全関係）

事業数120、着手事業数105、事業費41億9,169万7千円

○主な事業 町内福祉村の推進、高齢者ふれあいバス事業、小

児医療費の助成、消防本部通信指令施設の整備

Ⅱ多様な産業と技術を創出する活力ある湘南の都市（産業関係）
事業数74、着手事業数70、事業費14億3,209万2千円

○主な事業 中心市街地活性化の推進、漁港の修築、食肉流通

施設の整備、環境にやさしい企業づくりへの支援

Ⅲ豊かな人間性と文化をはぐくむ魅力ある湘南の都市
（学校教育、生涯学習、芸術・文化、交流関係）

事業数110、着手事業数100、事業費16億5,126万円

○主な事業 スクールカウンセラー導入の推進、学校校舎の

耐震補強、文化のまちづくり、文化遺産の発掘・

継承、ビーチスポーツの振興

Ⅳ都市活動と自然が調和した快適な湘南の都市
（水辺・みどり、都市基盤、環境関係）

事業数128、着手事業数107、事業費72億3,817万1千円

○主な事業 馬入レジャー拠点の整備、歩道のバリアフリー

化、駐車場の整備、五領ケ台特定土地区画整理、

環境管理システムISO14001の普及・啓発

Ⅴ計画の効果的な推進に向けて（地域情報化の推進などの関係）
事業数8、着手事業数7、事業費１億2,961万7千円

○主な事業 コミュニティFM放送の活用、CATV湘南チャ

ンネルの活用

詳しくは、各公民館、各図書館に置いてある実施状況表お

よび平塚市のホームページでご覧いただけます。

お問い合わせは、企画課（121－8760、メール：kikaku@city.

hiratsuka.kanagawa.jp）へ。

住
民
実
態
調
査
の
結
果�

�

新新新新平平平平塚塚塚塚市市市市総総総総合合合合計計計計画画画画改改改改訂訂訂訂基基基基本本本本計計計計画画画画のののの第第第第２２２２次次次次実実実実施施施施計計計計画画画画
～平成１３年度の実績がまとまりました～

市
民
法
律
講
座�

本のリサイクルフェア�

図書館で不用になった本や雑誌を無料でお譲りします。約2万2千冊

の中に、探していた本や懐かしい本、雑誌が見つかるかもしれません。

読書の秋です。すてきな本との出合いをお楽しみに。

u日時 10月31日（木）
午前10時～午後3時

（午前9時から整理券を配布）

u会場 中央図書館1階ホー
ル、3階ロビー

u冊数 1人20冊まで

※雑誌は何冊でも可。児童書のリサイ

クルはありません。

□　問 中央図書館（131ー0415）

貴重な文化財をご覧ください。文化財をめぐるモデルコースを掲載

したパンフレットを公民館などでお配りしています。

公開時間 午前9時～午後3時

公開場所・文化財

・八剱神社（下吉沢）木造不動明王立像（国指定）
・善福寺（広川）木造阿弥陀如来立像（市指定）
・北金目神社（北金目）北金目神社本殿（市指定）
・長善寺（東八幡一丁目）絹本着色観心十界

曼荼羅図（市指定）
・真福寺（馬入本町）絹本着色親鸞聖人像・

浄土七高僧像・聖徳太子像・蓮如上人像

（市指定）
□　問 社会教育課（135－8124） 北金目神社本殿

もく　ぞう ふ　どうみょう おう りゅう ぞう

もく　ぞう　あ　　み　　だ　にょ　らい りゅう ぞう

きた　かな　め　じん　じゃ ほん でん

けん　ぽん ちゃく しょくかん しん　じっ かい

まん だ　 ら　　ず

けん　ぽん ちゃくしょく しん らん しょう にん　ぞう

じょう　ど　しち　こう　そう　ぞう しょう とく　たい　し　ぞう れん　にょ しょう にん ぞう



レポーター
石黒正子さん

愛好会の指導を受けた土屋小学校４・５・６年生が
育てた菊が11月1日（金）から11月5日（火）まで土屋公民
館（158－0833）で開催する土屋菊花展に出品されま
す。みなさんぜひ、ご覧ください。

菊作りで世代を越えた交流を楽しむ

土屋地区菊作り愛好会

土
屋
小
学
校
は
、
全
校
生
徒
数

百
十
二
人
の
小
規
模
小
学
校
で
、

市
域
の
西
北
の
里
山
地
域
に
あ
り

ま
す
。
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て

四
・
五
・
六
年
生
に
芽
か
ら
育
て

る
菊
作
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
の
菊
作
り
を
指
導
し

て
い
る
の
が
、
わ
た
し
が
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
土
屋
地
区
の
菊

作
り
愛
好
会
の
み
な
さ
ん
で
す
。

こ
の
会
が
誕
生
し
た
の
は
、
今

か
ら
二
十
数
年
前
の
こ
と
。
以
来
、

菊
作
り
を
通
し
て
人
間
関
係
の
和

を
作
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
、

地
域
の
小
学
生
に
菊
作
り
の
指
導

を
す
る
な
ど
、
世
代
を
越
え
た
交

流
を
し
て
い
ま
す
。

夏
休
み
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

家
に
持
ち
帰
っ
た
菊
の
育
成
管
理

の
指
導
を
す
る
た
め
、
会
員
が
四

班
に
分
か
れ
て
、
各
家
庭
を
巡
回

し
ま
し
た
。
愛
好
会
の
み
な
さ
ん

の
陰
の
力
に
、
わ
た
し
は
頭
が
下

が
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

菊
作
り
に
つ
い
て
、
男
の
子
は

「
つ
ぼ
み
を
持
っ
た
と
き
に
一
番
感

動
し
た
」、
女
の
子
は
「
直
径
二
十

セ
ン
チ
く
ら
い
の
大
き
な
花
が
咲

い
た
と
き
」、「
愛
好
会
の
人
と
お

話
が
で
き
る
こ
と
」
が
良
い
と
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

心
や
さ
し
い
少
年
少
女
た
ち
に
接

し
て
、
人
の
心
ま
で
育
て
る
菊
作

り
に
感
動
し
ま
し
た
。

校
長
先
生
は
「
土
屋
地
区
の
良

さ
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
菊

作
り
を
通
し
て
生
命
の
尊
さ
、
自

然
の
す
ば
ら
し
さ
、
愛
情
を
注
ぐ

こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
教
育
が

実
践
で
き
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
き
っ
と
、
み
ん
な
の
愛

情
を
受
け
て
育
っ
た
菊
の
大
輪
が

見
事
に
花
開
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

土屋小学校の子どもたち
と一緒に菊作り

▼菊作り愛好会のみなさん

▲

３ 広報ひらつか　第729号（1日・15日発行）

川との付き合い方を考えながら、渡し船（乗船申し込みは終了）が行き交う風景を楽し
みませんか。u日時 10月20日（日）午前9時～午後4時　u会場 相模川、国道1号北側
の河川と河川敷　u内容 七夕太鼓、歌謡ショー（出演は大門三郎ほか）、ミニSL、ク
ルーザー無料乗船体験（午後1時～4時、先着100人）など

市制70周年記念

体験・馬入の渡し
◇問い合わせ先　水政課（内線2621）

暮 ら し

心
地
よ
い
秋
の
風
に
誘
わ
れ
て
、

総
合
公
園
の
「
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
健
康
相
談
や
健

康
管
理
情
報
の
展
示
、
創
作
ダ
ン
ベ

ル
大
会
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
体
操

や
ダ
ン
ス
の
発
表
な
ど
、
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
役
立
つ
情
報
や
イ

ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
お
子
さ
ん
に
人
気
の
ト
ラ
ン
ポ

障
害
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
、
み

ん
な
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
開
催
す
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
と
も
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
会
場

平
塚
の
は
ら
っ
ぱ

▽
内
容

ミ
ニ
運
動
会
、福
祉
体
験
、

地
域
作
業
所
で
作
っ
た
製
品
の
展
示

や
即
売
、
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協

議
会（
1
33-

２
３
３
３
）
へ
。

リ
ン
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
な
ど
、
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課（
内
線

２
２
６
０
）
へ
。

ベ
ビ
ー
用
品
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ

ー
用
品
な
ど
、健
康
リ
サ
イ
ク
ル
用
品

を
販
売
す
る
四
十
店
が
集
ま
り
ま
す
。

▽
会
場

平
塚
競
技
場
南
側

総
合
公
園
を
出
発
し
、
馬
入
・
光
と

風
の
花
づ
つ
み
、
前
鳥
神
社
な
ど
を

歩
き
ま
す
。（
歩
行
距
離
は
約
九
キ
ロ
）

▽
集
合

野
外
ス
テ
ー
ジ
前
、
午
前

８
時
30
分
（
所
要
時
間：

４
時
間
）

▽
対
象

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）、
100
人
（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

十
月
二
十
四
日
（
木
）
ま
で
に
健
康
課

（
〒
254-

8686
浅
間
町
９-

１
）
へ
。

九
月
二
十
七
日
に
閉
会
し
た
市
議

会
九
月
定
例
会
で「
平
塚
市
一
般
会
計

補
正
予
算
」な
ど
二
十
七
議
案
を
市
長

が
提
案
し
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
…
三
億
六
千

六
百
二
十
万
四
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
、
七
百
六
十
七
億
三
千
五
百

六
十
万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
費
、
農
道
や
用

排
水
路
な
ど
の
工
事
費
で
す
。

◆
平
塚
市
公
共
下
水
道
使
用
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
下
水
道

使
用
料
の
徴
収
事
務
を
県
企
業
庁
に

委
託
し
、
下
水
道
使
用
料
と
水
道
料

金
を
一
括
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

関
連
す
る
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
…
清
田

恒
顯
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
杉

山
幸
子
さ
ん
（
富
士
見
町
）
の
任
命
を

求
め
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
…
武
川

登
紀
子
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

細
野
久
子
さ
ん
（
四
之
宮
三
丁
目
）
の

選
任
を
求
め
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
…
清
水
光
雄
さ
ん
、高
橋
孝
和

さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、森
脇
房
惠

さ
ん（
松
風
町
）、臼
井

直
さ
ん（
徳
延
）

の
選
任
を
求
め
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
五
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

四
十
三
人
の
「
青
少
年
議
員
」
が
、

地
域
の
課
題
や
こ
れ
か
ら
の
願
い
な

ど
に
つ
い
て
、
議
事
堂
議
場
で
発
表

し
、
市
長
や
市
の
理
事
者
と
意
見
交

換
を
す
る
、「
青
少
年
議
会
」
を
開
き

ま
す
。

青
少
年
議
員
の
み
な
さ
ん
は
、
八

月
か
ら
準
備
を
始
め
、
市
議
会
の
仕

組
み
な
ど
を
学
習
し
た
あ
と
、
自
分

た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
の
課
題
に
つ

い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
ご
と
に
、
五
つ
の
委
員
会

が
あ
り
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ま
ち
づ
く
り
分
野
、
国
際
・
都
市
・

大
学
交
流
分
野
、
環
境
・
施
設
・
防

災
分
野
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
、

学
校
分
野
に
分
か
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
に
す
る
た
め
に
、
様
々
な
身
近
な

問
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。
議
会
は
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
青
少
年

議
員
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
時

10
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

▽
会
場

平
塚
市
議
事
堂
議
場

お
問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
課（
1

32-

７
０
２
９
）
へ
。

歌あり、演技あり、言葉のおもしろさありのオ
ペラをもっと楽しく鑑賞しませんか。講師はそれ
ぞれの分野で大活躍の方ばかりです。
●日程 11月29日（金）「オペラって何」、12月19

日（木）「オペラの舞台は」、1月21日（火）
「オペラにでてくることば」、全3回

●時間 午後6時30分～8時30分
●会場 市民センター大会議室
●定員 40人（先着順） ●参加料 3,000円
お申し込みは、文化財団（132－2237市民セン
ター内）にある申込書に必要事項を記入し、参加
料を添えて、同財団へ。

「水道水の検査にやってきた人

を水道局の職員と思い、検査をお

願いした。すると、『この水は体に

悪いので、浄水器を取り付けた方

が良い』と言われ、浄水器を購入

することにした。でも、それがあ

まりに高額なので解約したい」と

いった相談が増えています。

これは「実験商法」といって、

水道法上義務付けられている残留

塩素を確認する方法を悪用したも

のです。水道局の職員のように思

わせ、消費者の健康志向の心理を

巧みに利用したセールストークで

高額な商品を売り込みます。

水道局では検査、修理、販売など

はしていません。注意しましょう。

□　問 市民活動推進課（内線2263）

実験商法に注意しましょう
くらし快適メモ〈連載○41〉

消費生活相談：毎週月・水・金曜日午前9時～午後4時／市民活動推進課（市役所
東附属庁舎2階）／電話（内線2910）でも相談できます

10月27日（日）午前9時～午後3時�
総合公園�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
０
２

ス
ポ
ー
ツ
＆
ベ
ビ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

固定資産評価審査委員会委員
さん

固定資産評価審査委員会委員
森脇房惠さん

公平委員会委員
細野久子さん

教育委員会委員
杉山幸子さん



５ 広報ひらつか　第729号（1日・15日発行） ふるさとの歴史
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

平成14年10月15日　４

ケーブルテレビ湘南チャンネル（2ch）で、市内各地域の歴史や郷土料理、サーク
ル活動などを紹介する「みんなのテレビ～平塚発・まち探検～」。今回は金目公民館
から生放送でお送りします。再放送は、10月23日（水）午後8時～8時45分です。

ケーブルテレビ「みんなのテレビ～平塚発・まち探検～」

金目公民館から生放送
◇10月19日（土）午後2時～2時45分
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教育へ、福
祉へ�

民権運動の
その後�教育へ、福
祉へ�

民権運動の
その後�

平
塚
市
、
合
併
検
討
推
進
地
域
、
県
、
国
に

は
、
合
併
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑
問
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
回
に
続
き
、
三
回
目
と

な
る
今
回
は
、
不
安
や
疑
問
の
声
で
多
い
十
項

目
の
中
か
ら
、
左
の
⑨
・
⑩
の
質
問
に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す
。

◆
生
活
圏
が
拡
大
し
て
い
ま
す

平
塚
市
か
ら
、
藤
沢
市
、
茅
ケ
崎
市
、
寒
川

町
、
大
磯
町
、
二
宮
町
へ
通
勤
・
通
学
す
る
人

や
そ
れ
ら
の
市
町
か
ら
平
塚
市
へ
通
勤
・
通
学

す
る
人
の
数
が
こ
の
三
十
年
間
で
下
の
表
の
と

お
り
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

◆「
湘
南
市
研
究
☆
平
塚
か
わ
ら
版
」を
発
行

湘
南
市
研
究
会
の
研
究
経
過
な
ど
の
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る「
か
わ
ら
版
」（
Ａ
４
・
二
ペ
ー

ジ
）を
発
行
し
ま
し
た
。
毎
月
一
回
発
行
し
、

自
治
会
回
覧
や
公
民
館
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
答
え
し
ま
す
。
そ
の
疑
問
③

政
府
が
憲
法
制
定
と
国
会
開
設
を
約

束
し
た
こ
と
で
、
自
由
民
権
運
動
は
一

定
の
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

し
か
し
、
金
目
の
民
権
家
た
ち
は
、

こ
の
運
動
を
通
し
て
、
中
等
教
育
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
国

会
開
設
の
署
名
を
し
な
か
っ
た
人
の
ほ

と
ん
ど
が
国
会
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
金
目
の
民
権

家
ト
リ
オ
・
宮
田
寅
治
、
猪
俣
道
之
輔
、

森
　
　
　
は
、
明
治
十
年
代
か
ら
村
長

や
県
議
会
議
員
を
歴
任
し
な
が
ら
、
教

育
水
準
の
向
上
に
取
り
組
み
、
明
治
十

九
年
、
南
金
目
の
宗
信
寺
本
堂
を
仮
校

舎
に
大
住
・
淘
綾

ゆ

る

ぎ

・
足
柄
上
郡
の
「
三

郡
共
立
学
校
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

三
郡
共
立
学
校
で
は
、
英
・
漢
・
数

の
三
教
科
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
中
で

も
英
語
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
よ
う
で
、

発
音
、
つ
づ
り
、
読
み
方
の
授
業
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
理
・
歴
史
の
教
科
書
を

使
っ
て
重
要
な
事
柄
を
英
語
で
覚
え
さ

せ
た
り
、
会
話
を
さ
せ
て
英
語
の
使
用

法
を
熟
練
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

三
郡
共
立
学
校
は
、
郡
内
外
か
ら
生

徒
が
増
え
、
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
明

治
二
十
六
年
、
そ
れ
ま
で
金
目
小
学
校

が
あ
っ
た
南
金
目
大
堰

お
お
ぜ
き

の
地
に
移
転
し

ま
す
。
そ
の
後
、
大
住
・
淘
綾
郡
が
合

併
し
、
中
郡
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
二

郡
共
立
学
校
」に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

足
柄
上
郡
が
遠
方
を
理
由
に
脱
退
し
た

た
め「
中
郡
学
校
」と
校
名
を
変
更
し
、

校
舎
も
南
金
目
の
法
伝
寺
東
側
に
移
転

し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
三
十
五
年
、
国
の
実

業
教
育
方
針
や
県
農
事
試
験
場
に
隣
接

す
る
こ
と
か
ら
、
中
郡
学
校
に
「
農
業

科
」
を
新
設
し
、
校
名
も
「
中
郡
農
業

学
校
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

明
治
三
十
九
年
、
生
徒
増
加
に
伴
う

校
舎
増
設
な
ど
の
費
用
を
郡
の
財
政
で

負
担
し
き
れ
な
く
な
り
、
県
立
へ
の
移

管
が
議
決
さ
れ
ま
す
。
明
治
四
十
年
に

は
、
中
郡
二
十
八
町
村
中
、
二
十
町
村

が
岡
崎
を
適
地
と
す
る
請
願
書
を
出
し

ま
す
が
、
移
転
先
は
現
在
の
達
上
ケ
丘

に
決
ま
り
、
明
治
四
十
二
年
に
移
転
し

ま
す
。
そ
し
て
、
三
郡
共
立
学
校
か
ら

幾
多
の
変
遷
を
た
ど
っ
た
こ
の
学
校
が
、

現
在
の
県
立
平
塚
農
業
高
校
に
な
り
ま

し
た
。

達
上
ケ
丘
に
移
転
し
、
廃
校
と
な
っ

た
郡
立
中
郡
農
業
学
校
の
校
舎
は
、
金

目
村
村
長
・
猪
俣
松
五
郎
ら
に
無
償
貸

与
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
二

年
四
月
、
こ
こ
に「
私
立
育
英
学
校
」が

開
校
し
ま
す
。
し
か
し
、
大
正
十
二
年
、

開
校
以
来
順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
た
育

英
学
校
に
、
郡
制
廃
止
と
関
東
大
震
災

が
襲
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
経
営
難

に
陥
る
と
予
測
し
た
金
目
村
の
経
営
陣

は
経
営
強
化
の
た
め
、
村
外
の
有
志
を

経
営
陣
に
加
え
ま
す
。
そ
し
て
、
秦
野

町
長
・
佐
野
義
職
が
校
長
に
着
任
し
た

育
英
学
校
は
、
現
在
の
秦
野
市
下
大
槻

に
移
転
し
、
奈
珂

な

か

中
学
校
と
改
称
し
ま

す
。
こ
れ
が
、
昭
和
十
年
、
県
立
に
移

管
さ
れ
秦
野
中
学
校
に
な
り
、
現
在
の

秦
野
高
校
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙

郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―

８
７
６
４
） な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

秋
山
博
は
、
文
久
三
年（
一
八
六
三

年
）、
現
在
の
平
塚
市
岡
崎
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
彼
は
、
幼
い
と
き
に
天
然
痘

に
か
か
り
、
失
明
し
て
し
ま
い
ま
す
。

当
時
、
視
覚
障
害
者
が
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
、
鍼
灸
医
や
あ
ん
ま
師
に

な
る
し
か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
秋
山
も
鍼
灸
の
技
術
を
身
に

付
け
る
た
め
、
南
金
目
の
鍼
医
・
与
野

竹
次
郎
に
弟
子
入
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

明
治
二
十
年
、
二
十
歳
の
若
さ
で
南
金

目
に
鍼
灸
院
を
開
業
し
ま
し
た
。

秋
山
は
余
程
の
名
医
で
あ
っ
た
よ
う

で
、「
秋
山
の
鍼
」あ
る
い
は
「
金
目
の

鍼
医
さ
ん
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
技
術
や

人
柄
は
高
い
評
判
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

「
食
道
楽
」
の
著
者
で
知
ら
れ
る
小
説

家
・
村
井
弦
斎
は
妻
や
息
子
が
秋
山
の

治
療
を
受
け
、
病
気
が
回
復
し
た
話
を

著
作「
を
り
を
り
草
」（
婦
人
世
界
・
明

治
四
十
五
年
）に
述
べ
て
い
ま
す
。
こ

の「
を
り
を
り
草
」で
の
紹
介
も
あ
り
、

秋
山
の
鍼
は
全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま

し
た
。
患
者
は
、国
内
の
み
な
ら
ず
、朝

鮮
方
面
か
ら
も
や
っ
て
き
て
、
金
目
の

旅
館
は
、
秋
山
の
治
療
を
受
け
る
患
者

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
十
八
年
、
こ
れ
ま
で
伝
統
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
鍼
灸
業
が
営
業
許
可

制
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
鍼
医
は

医
師
の
指
導
や
医
学
知
識
が
な
く
て
は
、

営
業
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
秋
山
は
、

近
代
医
学
を
学
ぶ「
中
郡
鍼
学
講
習
会
」

と
い
う
勉
強
会
を
始
め
ま
す
。

こ
の
講
習
会
の
経
費
は
、
有
志
の
寄

付
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
講
習
会

に
呼
ば
れ
た
開
業
医
・
比
企
喜
代
助
や

白
木
啓
は
、
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
る
こ

の
講
習
会
の
講
師
を
無
償
で
三
十
年
以

上
務
め
た
と
い
い
ま
す
。

秋
山
の
盲
人
教
育
へ
の
熱
意
は
、
講

習
会
を
立
ち
上
げ
た
後
も
止
ま
り
ま
せ

ん
。
鍼
灸
業
を
営
む
視
覚
障
害
者
の
た

め
の
鍼
学
講
習
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
鍼
灸
・
あ
ん
ま
業
に
就
こ

う
と
す
る
子
ど
も
や
一
般
の
視

覚
障
害
者
に
満
足
で
き
る
教
養

を
与
え
ら
れ
な
い
と
考
え
、
彼

ら
が
自
立
す
る
た
め
の
教
育
施

設「
盲
人
学
校
」の
設
立
へ
向
け

て
動
き
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
鍼
医
の
忙
し
さ
を

省
み
ず
、
慈
善
家
た
ち
の
門
を

た
た
き
、
学
校
設
立
の
理
由
を

説
明
し
て
回
り
ま
し
た
。

明
治
四
十
二
年
、
鍼
灸
業
が

試
験
に
よ
る
免
許
制
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
翌

年
、
秋
山
を
発
起
人
に
金
目
村

に「
私
立
中
郡
盲
人
学
校
」が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
学
校
は
、
慈

善
事
業
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
授
業
料
は
無
料
で
、
寄
宿
舎
も
用

意
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
費
の
大

部
分
を
寄
付
金
に
頼
っ
て
い
た
た
め
、

経
営
は
常
に
深
刻
な
状
態
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
盲
人
学
校
を
支
え
た
の

は
、
民
権
家
ト
リ
オ
・
宮
田
寅
治
、
猪

俣
道
之
輔
、
森
　
　
　
や
、
比
企
喜
代

助
、
白
木
啓
と
い
っ
た
医
師
、
金
目
村

村
長
・
猪
俣
松
五
郎
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
人
々
の
熱
意
で
し
た
。

そ
の
後
、
盲
人
学
校
は
、
関
東
大
震

災
に
よ
る
校
舎
の
倒
壊
な
ど
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

聾ろ
う

唖あ

学
校
を
併
設
し
、
現
在
の
浅
間
町
、

諏
訪
町
へ
移
転
し
ま
す
。
昭
和
二
十
三

年
、
盲
・
聾
が
分
か
れ
、「
県
立
平
塚

盲
学
校
」
に
な
り
、
昭
和
二
十
五
年
か

ら
現
在
の
追
分
の
地
に
移
り
ま
し
た
。

秋
山
が
立
ち
上
げ
て
百
年
た
っ
た
今
も

盲
学
校
は
、
金
目
の
人
々
が
抱
い
た
理

想
の
光
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
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合併したら市や町の職員の数は少なくなるのですか？

湘南市構想エリアの3市3町（平塚市・藤沢市・茅ケ崎市・
寒川町・大磯町・二宮町）には、平成14年4月1日現在、8,574人の
職員が働いています。
合併すると、一般的に、
教育委員会などの行政
機関や企画、総務など
の管理部門が統一され
るので、それらの部門
の職員が少なくなると
考えられます。

お答え

質問⑨

なぜ、平成17年3月までに合併を目指すのですか？

平成17年（2005年）3月までに合併すると合併特例法に基
づく「合併特例債」が利用できるなど様々な支援があります。この支
援措置を市民のために生かすことが大切であると考えていますの
で、湘南市研究会では、
この期限までに湘南市の
実現を目指して研究を進
めています。※合併特例
債…合併直後の新たなま
ちづくりのために認めら
れる特別な借り入れ金
（70％を国が支援）

お答え

質問⑩

市民相談室
（市役所１階）

121－8764
◇人権 10月15日（火）、11月

５日（火）13時～16時

◇行政 11月５日（火）13時～

16時

◇一般法律（予約制）毎週水・

木曜日13時～16時

◇登記・供託・測量 11月８日

（金）13時～16時

◇住宅（新・改築） 10月15日

（火）13時～16時

◇発明・考案・特許 11月11日

（月）10時～15時

◇下請け取り引き 10月17日

（木）13時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 11月

12日（火）13時～16時

◇消費生活 毎週月・水・金

曜日９時～16時

◇外国籍市民

スペイン語相談は毎月第１・

３水曜日、ポルトガル語相

談は毎月第２・４水曜日９

時～12時

◇手話案内 毎週金曜日９時

～12時30分

◇建築設計・耐震・バリアフリー

10月21日（月）13時～16時

◇高年齢者職業 10月17日

（木）13時～16時

◇許認可各種届出 10月22日

（火）13時～16時

◇一般市民 毎週月～金曜日

８時30分～17時

◇子育ての相談・情報提供

月・火・水・金曜日10時～

15時（第３月曜日午前のみ）

◇子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇電話 毎週月～金曜日10時

～16時

◇ヘルスアップ相談（予約制・

生活習慣病などの相談）10月

22日（火）13時～15時、11月

12日（火）９時30分～11時

◇来所 毎週月～金曜日10時

～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時

～17時（第2・4土曜日は除く）

◇青少年相談　毎週月～土曜

日10時～18時30分

◇ヤングテレホン133－7830
みみでなやみなし

（青少年専用ダイヤル）毎週

月～土曜日10時～18時30分

◇法律（予約制）11月12日（火）

13時30分～15時30分

◇生活支援・ボランティア 毎週

月～金曜日８時30分～17時

◇母子 毎週月～金曜日９時

～16時

◇家庭児童 毎週月～金曜日

９時～16時

◇婦人（予約制）11月14日（木）

10時～15時

◇来所・電話 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇来所・電話（勤労者・事業

主対象）11月14日（木）13時

～16時

保健福祉総合相談
（市役所１階）

121－8779

福祉会館

133－2333

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

1・FAX34－9076

健康相談
（保健センター）

134－0311
労働相談
（勤労会館）

132－3355

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311

療育相談室
（福祉事業センター）

1・FAX32－2738

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

「
な
ぜ
、
平
塚
に
は
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
学
校
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」。

そ
ん
な
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
農
業
高
校
、
商
業
高
校
、
工
業

高
校
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
…
。
長
く
、
平
塚
に
暮
ら
し
て
い
る
と
あ
た
り
前
の

よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
が
、
人
口
二
十
五
万
人
規
模
の
ま
ち
に
こ
れ
だ

け
の
種
類
の
学
校
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
、
ま
れ
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
は
、
な

ぜ
、
平
塚
が
こ
の
よ
う
な
教
育
熱
の
高
い
地
域
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

背
景
の
一
つ
に
今
回
紹
介
す
る
金
目
の
民
権
家
た
ち
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

博物館で、秋期特別展「金目
の地域から大志を拓く―金目の
自由民権運動―」を開催します。
明治時代の自由民権運動や、金
目村出身の民権家たちが残した
業績を振り返り、考えてみませ
んか。今回の特別展では金目の
民権家トリオが余暇に楽しんだ
絵画や書も展示します。文化の
香りあふれる金目の歴史をどう
ぞ、お楽しみください。
■日時 10月19日（土）～12月1日（日）午前9時～午後5時（金曜日は午

後7時まで、月曜日は休館）
★博物館講堂で、特別展記念講演会「相模の民権運動」
・日時 11月3日（祝）午後1時30分～3時
・講師 野崎昭雄さん（東海大学助教授）
・定員 100人（抽選）・締め切り 10月27日（日）
・申し込み方法 往復はがきに「特別展記念講演会参加希望」と明記
のうえ、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、博物館へ

★金目を歩こう！特別展関連事業「民権の里を訪ねて」
・日時 11月10日（日）午前9時～正午
・コース 金目公民館～法伝寺～金目観音堂～キリスト教教会～宗信
寺～秋山博の墓～猪俣道之輔顕彰碑～宮田寅治の墓～金目公民館
・定員 40人（抽選）・締め切り 10月27日（日）
・申し込み方法 往復はがきに「民権の里を訪ねて参加希望」と明記
のうえ、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、博物館へ

明治の文化村とも呼ばれた金目地区の歴史
を振り返り、今日の教育や福祉事業の源流を
探るシンポジウムです。
■日時 11月16日（土）午後1時～4時30分
■会場 中央公民館
■主な内容
・基調講演「丁髷

ちょんまげ

のない時代の夜明け」／講師 西木正明さん（作家）
・パネルディスカッション「それからの民権」／パネリスト 大畑哲
さん（自由民権運動研究家）、新井勝紘さん（専修大学教授）、西田美昭
さん（金沢大学教授）、吉野稜威雄平塚市長／コーディネーター 野崎
昭雄さん（東海大学助教授）／特別ゲスト 小澤昭二さん（バイオリ
ン演歌奏者）
■定員 500人（先着順）
■申し込み方法 往復はがきに参加を希望する方全員の住所、氏名、
電話番号を記入し、社会教育課ふるさと歴史シンポジウム係へ

ケーブルテレビ2チャンネルで、金目の自由民権運動をテーマにし
た広報ビデオ（15分）を放送します。
■放送日 11月17日～11月30日の毎週日・月・火・木曜日、午後１時
から ほか

□問 博物館（〒254－0041浅間町12－41・133－5111）

□問 社会教育課（〒254－8686浅間町9－1・135－8130）

□問 広報課（121－8761）

博物館秋期特別展
「金目の地域から大志を拓

ひ ら

く」

市制70周年・博物館25周年記念

平塚農業高校・秦野高校発祥
の地、南金目の宗信寺

▲秋山　博
（1863－1918）

s
盲
唖
学
校
で
の

地
理
学
習
の
風
景

農
業
高
校
・
秦
野
高
校
の
前
身

「
三
郡
共
立
学
校
」

金
目
の
鍼は

り

医い

・
秋
山
博
と

「
私
立
中
郡
盲
人
学
校
」

芽
生
え
た

中
等
教
育
の
必
要
性

二
十
歳
の
若
さ
で

鍼し

ん

灸き
ゅ
う

院
を
開
業

鍼
学

し

ん

が

く

講
習
会
か
ら

盲
人
学
校
へ

村
井
弦
斎
の
「
を
り
を

り
草
」
で
全
国
的
に

力
が
注
が
れ
た

英
語
教
育

農
業
科
を
新
設
。

そ
し
て
、
農
業
高
校
へ

私
立
育
英
学
校
か
ら

秦
野
高
校
へ

ふるさと歴史シンポジウム
「明治の文化村 金目」

ケーブルテレビで金目の自由民権運動
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流出�

流入�

金目は、遠足で行ったり、車で通った
りしたことがあったけど、こんなにすご
い歴史があるなんて知りませんでした。
小さな村にいろんな学校ができたのは、
金目の民権家と村の人たちが力を合わせ
てがんばったからなんだと思います。
平塚にはいろんな学校があるので、将

来、自分のやりたいことにあった学校が
選べます。それも、こうした人たちのお
かげだと思うと、「ありがとう」って言い
たくなりますね。

●子ども広報「なでしこ」は、市役所3階広
報課や公民館でお配りしています。

高
岡
由
梨
子
さ
ん（
右
）と
真
梨
子
さ
ん

金目の学校建設に
ついて取材した子
ども広報の豆記者、
高岡さん姉妹（旭小
学校）に聞きました。

□問 広報課（121ー8761）

宮
田
寅
治
の
絵

□問企画課（121-9618）



腎
臓
・
呼
吸
器
な
ど
に
障
害
の

あ
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
1

級
程
度
の
方
）

▽
接
種
期
間

11
月
1
日（
金
）

〜
平
成
15
年
２
月
28
日（
金
）

▽
費
用

一
千
円

次
の
方
は
無
料
で
す
。

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

世
帯
の
方
②
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方

▽
持
ち
物

健
康
保
険
証
と
①

の
方
は
、
生
活
保
護
受
給
者
証

②
の
方
は
、
市
民
税
非
課
税
証

明
書
ま
た
は
介
護
保
険
料
納
入

通
知
書

※
接
種
対
象
と
な
る
障
害
を
お

持
ち
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
提
示
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
課

（
内
線
２
２
５
８
）へ
。

来
年
四
月
か
ら
市
内
の
小
学

校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
を
対

象
に
、
入
学
前
の
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
に
通
知

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
通

知
書
が
届
か
な
い
場
合
や
外
国

籍
の
お
子
さ
ん
で
入
学
を
希
望

す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課

（
1
35
ー
８
１
１
８
）へ
。

十
二
月
に
年
末
慰
問
金
を
支

給
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
地

区
の
民
生
委
員
に
お
申
し
込
み

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
費
用
の
一
部
を
市

が
負
担
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は
、
普
段

か
ら
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
、

流
行
す
る
前
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
接
種
し
て
か
ら

抵
抗
力
が
つ
く
ま
で
二
週
間
か

か
り
、
そ
の
効
果
は
五
か
月
間

ほ
ど
持
続
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
直

接
医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
は
、

市
内
と
近
隣
市
町
に
約
百
二
十

か
所
あ
り
ま
す
。
公
民
館
に
あ

る
ち
ら
し
や
か
か
り
つ
け
医
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で

接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・

く
だ
さ
い
。

昨
年
受
給
さ
れ
た
方
は
、
変

更
が
な
け
れ
ば
連
絡
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象

①
市
内
に
お
住
ま
い

（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
除

く
）の
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は

生
計
が
困
難
な
世
帯
②
市
内
に

お
住
ま
い
の
在
宅
重
度
身
体
・

知
的
障
害
児
・
者（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
〜
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
１
〜
Ａ
２
を
お
持
ち
の
方
）

③
市
内
に
お
住
ま
い
の
精
神
障

害
者（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
）

▽
締
め
切
り

12
月
13
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福

祉
協
議
会（
1
33
ー
２
３
３
３

福
祉
会
館
内
）へ
。

岡
崎
福
祉
会
が
運
営
す
る
身

体
障
害
者
ケ
ア
付
き
住
宅（
長

持
）の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
入
居
資
格

①
市
内
に
１
年

以
上
お
住
ま
い
②
入
浴
、
炊
事
、

衣
服
の
着
脱
な
ど
に
一
部
介
助

を
必
要
と
す
る
程
度
の
重
度
の

身
体
障
害
が
あ
る（
常
に
医
療

的
な
介
助
が
必
要
な
方
は
除
き

ま
す
）

▽
家
賃

二
万
七
千
円
（
１
か

月
）

※
食
費
、
光
熱
費
な
ど

は
入
居
者
の
負
担
で
す
。

▽
間
取
り

木
造
平
屋
建
て
、

１
Ｄ
Ｋ
、
ふ
ろ
、
ト
イ
レ
専
用

▽
募
集
人
数

２
人（
選
考
）

▽
締
め
切
り

10
月
25
日（
金
）

お
申
し
込
み
は
、
障
害
福
祉

課（
1
21
ー
８
７
７
４
）へ
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
と
し
た
補
装
具
な

ど
の
巡
回
相
談
を
開
き
ま
す
。

相
談
に
は
、
身
体
障
害
者
手

平成14年10月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

台所の流し台に取り付けて、台所から出る生ごみを細かく砕
いて水とともに流す「ディスポーザ（単体）」は、下水処理場へ
の負担が重くなったり、下水管が詰まったりしますので、使用
をひかえてください。なお、処理槽で排水処理するディスポー
ザ排水処理システムを排水設備として申請すれば使用できます。

ディスポーザの使用はひかえよう
◇問い合わせ先　下水道総務課（121－8785）

Q社会福祉基金
地域福祉やボランティアの助成などに使われます。お
問い合わせは、社会福祉協議会（133－2333）へ。
u世界心道教平塚教会、磯崎輝夫、平塚市家紋凧保存会、
立野町町内会夏まつり納涼大会、かわぐちせつこ、日産
車体工長会、湘南平塚福祉芸能実行委員会、柏木イワ、
藤本会計事務所一同、平塚しらゆりライオンズクラブ、
匿名（１件）…合計755,437円

Q児童福祉へ
u匿名（1件）…合計1,000円

Q交通遺児へ
u平塚帝会…合計69,817円

P文化振興基金
芸術文化事業の実施や市民の創造的な文化活動の助成
などに使われます。お問い合わせは、文化行政推進室（1

32－2235市民センター内）へ。
u竹遊会、平塚しらゆりライオンズクラブ…合計216,640円

……………………以上８月受け付け分……………………

献血ありがとう～９月の献血実施協力事業所
u三菱樹脂、日産車体、三共、小松エレクトロニクス、
小松製作所

腎じ
ん

臓
病
と
糖
尿
病
に
つ
い
て
、

医
師
に
よ
る
講
演
、
医
療
と
栄

養
の
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

▽
日
時

10
月
27
日（
日
）午
後

１
時
30
分
〜
３
時（
相
談
会
は

午
後
４
時
ま
で
）

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
市

腎
友
会（
1
22
ー
０
６
２
０
）へ
。

糖
尿
病
週
間
に
ち
な
み
、
平

塚
共
済
病
院
で
糖
尿
病
な
ど
の

相
談
と
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
測
定
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

血
圧
、
体
脂
肪
な
ど
の
測
定
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

健
康
相
談
で
す
。
参
加
自
由
。

▽
日
時

11
月
13
日（
水
）・
14

日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時
、
15
日（
金
）午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

●
講
演
会
「
糖
尿
病
患
者
さ
ん

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

▽
日
時

11
月
15
日（
金
）午
後

２
時
〜
３
時
30
分

講
演
会
の
お
申
し
込
み
、
お

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
共
済
病

院
療
養
指
導
室（
1
32
ー
１
９

５
０
内
線
３
４
７
）へ
。

消
化
器
疾
患
の
検
査
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

▽
日
時

10
月
30
日（
水
）午
後

２
時
45
分
〜
４
時

▽
会
場

済
生
会
平
塚
病
院

お
問
い
合
わ
せ
は
、
済
生
会

平
塚
病
院（
1
31
―
０
５
２
０

内
線
２
５
０
４
）へ
。

内
容
は
が
ん
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
つ

い
て
で
す
。

▽
日
時

11
月
５
日（
火
）午
後

３
時
30
分
〜
５
時

▽
会
場

市
民
病
院

▽
定
員

80
人

お
申
し
込
み
は
、
市
民
病
院

婦
人
科
外
来（
北
棟
二
階
、
1

32
ー
０
０
１
５
内
線
２
２
１
８
）

で
直
接
予
約
す
る
か
、
午
後
二

時
〜
四
時
三
十
分
の
間
に
電
話

で
同
科
へ
。

帳
と
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

補
装
具
な
ど
を
新
し
く
作
る
と

き
や
再
作
製
す
る
と
き
は
必
ず

本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
補
装
具（
車
い
す
以
外
）相
談

▽
日
時

10
月
25
日（
金
）、
11

月
22
日（
金
）、
12
月
27
日（
金
）、

午
後
１
時
〜
２
時

▽
会
場

県
平
塚
合
同
庁
舎

◆
車
い
す
相
談

▽
日
時

11
月
22
日（
金
）午
後

２
時
〜
３
時

▽
会
場

県
平
塚
合
同
庁
舎

◆
補
聴
器
相
談

▽
日
時

11
月
29
日（
金
）午
後

１
時
〜
２
時

▽
会
場

福
祉
会
館

お
問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課（
1
21
ー
８
７
７
４
）へ
。

高
齢
者
へ
の
介
護
の
心
構
え

な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時

10
月
21
日（
月
）・
23

日（
水
）・
25
日（
金
）、
午
後
１

時
〜
４
時
15
分
、
全
３
回

▽
会
場

湘
南
老
人
ホ
ー
ム（
秦

野
市
下
大
槻
）

お
申
し
込
み
は
、
湘
南
老
人

ホ
ー
ム（
1
76
ー
７
５
８
０
）へ
。

腎
臓
病
と
糖
尿
病

の
講
演
と
相
談
会

糖
尿
病
を
も
っ
と
知
ろ
う

健
康
講
座
を
開
き
ま
す

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

身
体
障
害
者
ケ
ア
付
き

住
宅
の
入
居
者
を
募
集

年
末
慰
問
金
の
手
続
き
を

小
学
校
入
学
前
の

健
康
診
断

身
体
障
害
者
の

補
装
具
の
巡
回
相
談

家
庭
介
護
教
室

☆やっぱり適正で!! 血圧の話（専門医の話、簡単な体操）

u日時 11月16日（土）午後1時30分～3時
u会場 保健センター

★カンタン1ｇ減塩健康法（調理実習と栄養士の話）

塩分のとり過ぎは、高血圧の原因となります。そして、高血

圧は知らず知らずのうちに動脈硬化を進行させてしまいます。

このような病気の予防と改善のために減塩体験をしませんか。

u日時 11月22日（金）午前10時～午後2時
u会場 保健センター　　　　

u材料費 300円
u持ち物 エプロン、三角布

☆楽しくウォーキング（生活習慣病と腰痛・肩こり予防）

u日時 11月22日（金）午後1時30分～3時　
u会場 保健センター　

u持ち物 運動服、運動靴

い き い き 健 康 教 室

ヘ ル シ ー 体 験 教 室

★の教室のお申し込みは、往復はがきに教室名、住所、氏名、年齢、電話
番号を記入し保健センター（〒254ー0054中里34ー17）へ。

☆の教室のお申し込みは、電話で保健センター（134ー0311）へ。

歯
周
病
は
、
進
行
す
る
と
歯

が
動
い
た
り
、
物
が
詰
ま
っ
た

り
し
ま
す
。
正
し
い
知
識
と
予

防
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時

10
月
31
日（
木
）午
前

10
時
〜
正
午

▽
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
持
ち
物

歯
ブ
ラ
シ
、手
鏡
、

コ
ッ
プ

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー（
1
34
ー
０
３
１
１
）へ
。

歯
周
病
の
予
防
教
室

◇申し込み　ひらつか天城山荘
※申し込みは4か月前から受け付け
・電　話　0558－87－1050
・ＦＡＸ　0558－87－0557
・所在地　〒410－3216静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120－1

・1泊2食諸税込み、大人5,820円・子ど
も5,140円（一般室）から

×印 満室　△印 早めに申し込みを　○印 まだ余裕がある　休印 休館日（平成14年10月4日現在）
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
土 日 月 火 水 木 金 祝 日 月 火 水 木 金 土
× × × × ○ × × × △ ○ ○ ○ ○ × ×

11

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
金 土 祝 休 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
○ × △ ○ ○ ○ ○ × × × × 休 ○ ○ ○

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 日 祝 火 水 木 金 土 日 月 火
○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ×

12

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 休 休 休 ○ ○ △ ○

※空き状況はHPで毎週金曜日に更新。http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/koryu/
※10人以上の団体は平塚から山荘までバスで送迎します（有料）。

平塚市 菊 花 展 �
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学校週5日制に対する地域の役割を考える講演や意見発表です。
u日時 11月9日（土）午後1時30分～4時30分　u会場　二宮町生涯学
習センター　u定員 500人（先着順）※2歳から就学前までのお子さん
の保育があります。10月25日（金）までにご予約ください。

湘南を考える県民の集い
◇申し込み先　県湘南地区行政センター（122－2711内線223）

◆
お
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
ま
せ
ん
か

作
品
は
産
業
ま
つ
り
（
十
一

月
八
日
〜
十
日
・
見
附
台
体
育

館
）で
展
示
し
ま
す
。

▽
応
募
規
定

①
主
食
は
お
米

②
副
食
経
費
が
次
の
制
限
内

・
行
楽
弁
当
　
　
　
500
円
以
内

・
幼
稚
園
弁
当
　
　
300
円
以
内

・
中
高
生
弁
当
　
　
400
円
以
内

・
勤
労
者
弁
当
　
　
400
円
以
内

・
シ
ル
バ
ー
弁
当
　
400
円
以
内

▽
定
員
　
30
人（
先
着
順
）

▽
締
め
切
り

10
月
25
日（
金
）

お
申
し
込
み
は
、
農
産
課（
1

35
ー
８
１
０
３
）へ
。

◆
原
付
き
自
転
車
・
軽
自
動
車

の
廃
車
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

原
付
き
自
転
車
や
軽
自
動
車

を
廃
棄
処
分
、
盗
難
な
ど
で
既

に
所
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は

必
ず
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
手
続
き
を
代
理
人
や
業

者
に
依
頼
し
た
方
は
、
手
続
き

が
完
了
し
て
い
る
か
ど
う
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

百
二
十
五
　
以
下
の
原
付
き

自
転
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

小
型
特
殊
自
動
車
を
廃
車
す
る

と
き
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、

標
識
交
付
証
明
書
、
印
を
持
っ

て
、
市
民
税
課（
市
役
所
一
階
⑧

番
窓
口
）に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
の
二
輪
車
や
軽
自

動
車
を
廃
車
す
る
と
き
は
、
次

の
と
こ
ろ
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

▽
二
輪
車（
126

以
上
）

・
湘
南
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所（
東
豊
田
369
ー
10
・
1
54
ー

８
９
０
８
）

▽
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
東
豊

田
369
ー
10
・
1
54
ー
８
８
２
５
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
税

課（
内
線
２
２
６
８
）へ
。

◆
選
挙
の
と
き
の
臨
時
職
員
に

投
票
事
務
な
ど
に
従
事
す
る

臨
時
職
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、

通
学
の
18
〜
50
歳
の
方
（
高
校

生
は
除
く
）

▽
勤
務
内
容

①
投
票
事
務
、

②
不
在
者
投
票
事
務

▽
勤
務
時
間

①
午
前
６
時
30

分
〜
午
後
８
時
30
分
②
午
後
４

時
30
分
〜
８
時
30
分

▽
賃
金

時
給
900
円

▽
受
け
付
け
期
間

10
月
21
日

（
月
）〜
11
月
22
日（
金
）

▽
応
募
方
法

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
市
役
所
新
館
１
階
）

や
公
民
館
で
お
配
り
す
る
登
録

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
人
が
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
時
に
面
接
を
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局（
1
21
ー
８

７
９
５
）へ
。

◆
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
・
ポ
ス
タ

ー
、
標
語
の
入
賞
者
が
決
定

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

を
広
め
る
、
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

（
敬
称
略
）。
※
入
賞
作
品
は
10

月
17
日（
木
）か
ら
22
日（
火
）ま

で
市
民
プ
ラ
ザ
に
展
示
し
ま
す
。

【
緑
化
ポ
ス
タ
ー
】

★
小
学
校
低
学
年
の
部

金
賞

・
木
村
紘
子（
富
士
見
小
３
年
）

★
小
学
校
高
学
年
の
部

金
賞

・
清
水
尊
仁（
み
ず
ほ
小
６
年
）

★
中
学
校
の
部

金
賞

・
府
川
沙
央
梨（
金
旭
中
３
年
）

★
一
般
の
部

審
査
員
特
別
賞

・
羽
田
桜（
平
塚
学
園
高
校
１
年
）

【
緑
化
標
語
】

★
最
優
秀
賞

「
つ
な
げ
よ
う

緑
と
緑
の
大
き
な
輪
」
／
左
宗

香
奈（
中
原
小
６
年
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り

公
園
課（
内
線
２
５
９
１
）へ
。

◆
七
夕
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果

応
募
総
数
一
千
八
百
一
点
か

ら
、
次
の
と
お
り
入
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た（
敬
称
略
）。

【
最
優
秀
賞
】

・
氏
家
勝
男（
御
殿
三
丁
目
）

「
感
動
の
二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
」

【
一
般
部
門
・
優
秀
賞
】

▽
竹
飾
り
の
部（
昼
間
）

・
若
井
昭
二（
秦
野
市
）

▽
竹
飾
り
の
部（
夜
景
）

・
大
林
保
子（
秦
野
市
）

▽
イ
ベ
ン
ト
の
部

・
宗
実
克
巳（
横
浜
市
）

▽
ミ
ス
七
夕
の
部

・
笹
尾
敏
子（
松
風
町
）

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

・
吉
田
勝
昌（
藤
沢
市
）

【
デ
ジ
カ
メ
部
門
・
推
薦
】

・
菊
地
隆（
桃
浜
町
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
商
業
観

光
課（
1
35
ー
８
１
０
７
）へ
。

◆
下
水
道
工
事
責
任
技
術
者
の

試
験
と
講
習
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
の
試
験
と
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

応
募
は
、
十
一
月
一
日（
金
）

〜
二
十
二
日（
金
）に
下
水
道
総

務
課（
市
役
所
四
階
・
内
線
２

４
４
８
）で
お
配
り
す
る
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
十
一

月
二
十
五
日（
月
）〜
二
十
九
日

（
金
）に
同
課
へ
。
※
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

・
責
任
技
術
者
試
験
講
習
会

▽
日
時

平
成
15
年
１
月
21
日

（
火
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

関
内
ホ
ー
ル（
横
浜
）

▽
受
講
料

三
千
円

・
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

▽
日
時

平
成
15
年
２
月
４
日

（
火
）・
５
日（
水
）の
う
ち
１
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

横
浜
市
西
公
会
堂

▽
受
講
料

四
千
円

・
責
任
技
術
者
試
験

▽
日
時

平
成
15
年
２
月
19
日

（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
会
場

國
學
院
大
学
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
受
験
料

四
千
円

◆
パ
ー
ト
、
派
遣
・
契
約
社
員

の
た
め
の
相
談
会
と
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
ト
や
派
遣
労
働
な
ど
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
労
働
相
談
会
】（
参
加
自
由
）

▽
日
時

11
月
７
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時

▽
会
場

市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル

【
労
働
問
題
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
】

▽
日
時

11
月
５
日（
火
）午
後

２
時
〜
４
時

▽
会
場

秦
野
市
な
で
し
こ
会

館▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
県
平
塚
商

工
労
働
セ
ン
タ
ー（
1
22
ー
２

７
１
１
内
線
２
８
３
）へ
。

◆
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

上
手
な
求
人
情
報
の
集
め
方

な
ど
の
話
や
講
演
を
し
ま
す
。

▽
日
時

11
月
26
日（
火
）、
28

日（
木
）午
前
９
時
45
分
〜
午
後

０
時
30
分
、
全
２
回

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

30
人（
先
着
順
）

※
1
歳
か
ら
未
就
学
児
の
保
育

が
あ
り
ま
す
。
先
着
12
人
。

お
申
し
込
み
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
室（
1
21
ー
７
５
０

０
）へ
。

◆
か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
で

秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か
な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー（
江

ノ
島
）で
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考

え
る
会
議
、
講
演
、
バ
ザ
ー
な

ど
を
開
き
ま
す
。

▽
期
日

11
月
９
日（
土
）、
10

日（
日
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
か
な
が

わ
女
性
セ
ン
タ
ー（
1
０
４
６

６
ー
27
ー
２
１
１
８
）へ
。

◆
「
相
模
武
士

さ
が
み
も
の
の
ふ

の
誉

ほ
ま
れ

」
公
演
の

Ｃ
Ｄ
の
予
約
を
受
け
付
け

十
月
十
九
日
に
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
く
「
相
模
武
士
の
誉
」

公
演
の
演
奏
な
ど
を
録
音
し
た

Ｃ
Ｄ
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

（
十
二
月
上
旬
に
郵
送
）。

▽
予
約
価
格（
税
込
み
）

一
千

二
百
円（
定
価
一
千
五
百
円
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
財

団（
1
35
ー
２
２
３
６
）へ
。

◆
南
図
書
館
が
臨
時
休
館

十
一
月
四
日（
休
）は
、
館
内

消
毒
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
南
図
書

館（
1
21
ー
３
０
８
０
）へ
。

10月納期の市税・手数料
◆対象税など
・市県民税　　　　　　（第３期）
・国民健康保険税　　　（第５期）
・介護保険料　　　　　（第５期）
・清掃し尿従量手数料　（第７期）
・公共下水道使用料　　（第７期）
◆納期最終日 10月31日（木）

こちら「119番」消防署です�

平塚市消防本部のホームページ
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/shoubou/

ご家庭の不用品を再デビ

ューさせませんか。

◇譲ってください Ａ型ベ

ビーカー、B型ベビーカー、

ベビーベッド、ベビーゲー

ト、ワープロ、コードレス

掃除機、足踏みミシン、掛

け布団、電子ピアノ、ディ

ズニ－英会話教材セット、

子ども用自転車（12、14イン
チ）、ＢＭＸ（自転車）

◇譲ります ①有料 コンビラック、七五三着物

一式（3歳児、女の子用）、木製ドレッサー（いす付
き）、学習机、8ミリ映写機、照明器具（木製、ガラ
ス製）、大人用剣道防具一式

②無料 ベビーシート、介護用ベッド、介護用エ

アーマット（シングルベッドサイズ）、洋服タンス、

ラグマット（1.5畳）、ウインドサーフィン一式
◎不用品の登録やあっせんは、電話などでお

受けします（先着順）。受け付けは、土・日

曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま
でです。不用品登録情報は市のホームページ

でもご覧いただけます（URLは1面題字右横
参照）。交渉は当事者同士でお願いします。

登録は3か月間有効。

親
は
子
ど
も
に「
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
し
て
ほ
し
い
」、

「
将
来
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
け

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
子
ど
も
が
勉
強
や
片
付

け
な
ど
を
「
ひ
と
り
で
で
き

な
い
」
と
い
う
悩
み
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
自
立
す
る
こ
と

は
大
切
で
す
が
、
ひ
と
り
で

や
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

る
と
、
逆
に
自
立
の
妨
げ
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
子
ど
も
が
自
立
し
な
い
」

「
自
分
の
こ
と
を
ひ
と
り
で

で
き
な
い
」
と
い
う
話
を
聞

い
て
い
る
と
、
そ
の
子
は
大

切
な
人
と
の
つ
な
が
り
を
維

持
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ぐ
ず
っ
た
り
、

反
抗
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

感
情
の
こ
も
っ
た
や
り
取
り

や
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
人

を
求
め
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
か
ら
で
す
。

得
意
な
こ
と
や
で
き
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
依
存
す
る

こ
と
や
苦
手
な
こ
と
か
ら
も
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
で

て
き
ま
す
。
自
分
や
我
が
子

の
弱
さ
、
で
き
な
さ
を
認
め

る
こ
と
は
難
し
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
弱
さ
を
受
け
入

れ
、
う
ま
く
人
に
頼
る
（
つ

な
が
る
）
こ
と
を
通
し
て
、

「
自
立
」は
達
成
さ
れ
て
い
く

よ
う
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
崇
善
小

学
校
北
側
1
36
ー
６
０
１
３
）

「
自
立
」
と

「
依
存
」

cccc

11月9日から秋季火災予防運動が始まりま

す。平成13年度中に市内で発生した火災件数

は112件でした（建物火災は61件）。そのうち

台所のコンロからの出火が10件、放火および

放火の疑いによる火災が19件です。火気を使

うときには「消す心」を常に持っていてくだ

さい。また、放火を未然に防ぐため、家の周

りはいつも整理整とんしておくように心掛け

ましょう。 □問 消防本部予防課（121ー9726）

消す心 置いてください 火のそばに

木村紘子さんの作品

◇主なチケット販売所
■ベルマーレクラブショップ（大神）
■梅屋（本館1階）
■総合公園管理事務所 ■サクラ書店各店
■神奈中駅前サービスセンター

10月23日○水 平塚競技場
19：00～

湘南 vs C大阪

11月 9 日○土 平塚競技場
15：00～

湘南 vs 横浜FC

感動のドラマは
平塚競技場で

◇座席・前売り料金

2,200円
1,700円
700円

※65歳以上の方はブロック席・サポーターズ席への入場は無料です。

ブロック席
サポーターズ席
ユース席
（小中学生・高校生対象）

撮影：木村善仁さん
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Q
小　

川
ひ
か
る
ち
ゃ
ん

平
成
14
年
2
月
16
日
生
ま
れ

（
西
真
土
一
丁
目
）

Q
高
瀬
紫し

杏あ
ん

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
5
月
12
日
生
ま
れ

（
見
附
町
）

Q
酒
井
優ゆ

奈な

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
4
月
26
日
生
ま
れ

（
中
里
）

Q
釜
岩
彩あ

や

乃の

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
10
月
25
日
生
ま
れ

（
岡
崎
）

Q
朏
島
実
佳

み

か

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
12
月
4
日
生
ま
れ

（
四
之
宮
二
丁
目
）

★応募写真（掲載写真は除く）はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回）。

P
柳
瀬
仁じ

ん

汰た

ち
ゃ
ん

平
成
14
年
1
月
28
日
生
ま
れ

（
黒
部
丘
）

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

十
月
五
日
、
八
重
咲
町
の
村
井
弦
斎
公
園
で
「
第

三
回
村
井
弦
斎
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
た
。
も
っ
と
弦

斎
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
「
村
井

公
園
」
か
ら
十
月
一
日
に
名
称
を
変
更
し
た
「
村
井

弦
斎
公
園
」。
普
段
は
住
宅
街
の
中
で
閑
静
な
公
園
も

こ
の
日
は
お
よ
そ
二
千
人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

村
井
弦
斎
は
、
こ
の
公
園
を
中
心
と
す
る
一
万
六

千
四
百
坪
の
敷
地
に
暮
ら
し
て
い
た
明
治
の
小
説
家

だ
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
食
道
楽
」
の
世
界
を
実
践
し

た
こ
の
地
に
は
、
各
地
の
名
産
品
や
多
く
の
著
名
人

が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
百
年
前
の
世
界
を
再

現
し
よ
う
と
、
会
場
で
は
、
食
道
楽
に
記
さ
れ
た
料

理
が
売
ら
れ
た
り
、
雅が

楽が
く

が
披
露
さ
れ
た
り
し
た
。

百
年
と
い
う
長
い
月
日
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
人

や
物
が
行
き
交
い
、
時
代
が
つ
く
ら
れ
、
歴
史
が
生

ま
れ
て
き
た
。
こ
の
日
、
公
園
前
の
通
り
に
は
「
弦

斎
通
り
」
の
道
標
が
建
て
ら
れ
た
。
ア
イ
デ
ア
と
夢

に
あ
ふ
れ
た
彼
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
こ
の
通
り
は
、

遠
い
未
来
へ
何
を
運
ん
で
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
高
い

松
の
木
を
通
り
抜
け
た
や
さ
し
い
光
が
、
こ
れ
だ
け

は
忘
れ
な
い
で
と
、
わ
た
し
た
ち
の
汗
と
笑
顔
を
照

ら
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

未
来
へ
続
く
弦
斎
通
り

昭
和
十
年
、
真
土
に
あ
っ
た
大
塚
山

古
墳
か
ら
偶
然
、
古
墳
時
代
の
青
銅
製

の
鏡
が
発
見
さ
れ
ま
す
。「
三さ

ん

角か
く

縁ぶ
ち

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡
き
ょ
う

と
呼
ば
れ
る
こ
の
鏡
は
、『
魏
志

倭
人
伝
』に
あ
る
邪
馬
台
国
の
女
王「
卑

弥
呼
の
鏡
」
の
有
力
候
補
で
し
た
。

三
角
縁
神
獣
鏡
は
神
奈
川
県
で
は
、

川
崎
市
の
加
瀬
白
山
古
墳
か
ら
も
一
面

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
相
模
地
域
で

は
真
土
大
塚
山
か
ら
出
土
し
た
も
の
が

唯
一
の
も
の
で
す
。

こ
の
鏡
は
全
国
の
前
期
古
墳
を
中
心

に
約
四
百
七
十
面
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
同
じ
鋳
型
や
原
型
で
作
ら

れ
た
兄
弟
鏡（
同
型
・
同
笵

ど
う
は
ん

鏡
き
ょ
う

）が
多
く

あ
り
ま
す
。

真
土
大
塚
山
古
墳
の
「
三
角
縁
四
神

二
獣
鏡
」
の
同
笵
鏡
は
京
都
府
椿
井
大

塚
山
古
墳
か
ら
一
面
、
岡
山
県
備
前
車

塚
古
墳
か
ら
二
面
、
兵
庫
県
権
現
山
51

号
墳
か
ら
一
面
の
合
計
四
面
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

三
角
縁
神
獣
鏡
に
は「
景
初
三
年（
西

暦
二
三
九
年
）」な
ど
の
紀
年
の
あ
る
も

の
が
あ
り
、
中
国
で
制
作
さ
れ
た
舶は

く

載さ
い

鏡き
ょ
う

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

中
国
で
は
一
面
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
日
本
製
あ
る
い
は
、
日
本

で
中
国
の
工
人
が
制
作
し
た
も
の
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。

真
土
大
塚
山
古
墳
は
古
墳
自
体
が
既

に
な
い
た
め
、
不
明
な
点
が
多
く
、
墳

形
は
前
方
後
円
墳
、
前
方
後
方
墳
、
円

墳
と
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
。

三
角
縁
神
獣
鏡
は
大
和
王
権
か
ら
各

地
の
同
盟
勢
力
へ
何
ら
か
の
政
治
的
意

味
を
込
め
て
分
配
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

四
世
紀
に
は
平
塚
市
域
に
畿
内
政
権
と

強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
た
権
力
者
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

大
塚
山
周
辺
に
は
ほ
か
に
も
い
く
つ

か
の
古
墳
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現

在
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

▽
担
当
　
社
会
教
育
課
（
1
35
―
８
１

３
０
）

s第19回t

真土大塚山
古墳

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

応募方法 カラー写真の裏に
赤ちゃんの氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・住所・電話
番号を記入し、広報課「赤ち
ゃんのステージ」係（〒254-

8686 浅間町9-1）へ。対象は
市内にお住まいの1歳未満（掲
載時）の赤ちゃん。締め切り
は前月の20日（抽選）。今回の
応募は43人。

【母親父親教室】
時間は午後1時30分～4時、

18日のみ午前10時～午後2時。
◇前期（妊娠6か月までの方）
・11日（月）歯の衛生、妊娠中
の過ごし方

・18日（月）調理実習で学ぶ妊
娠中と産後の栄養〈予約制〉

◇後期（妊娠8か月以降の方）
・25日（月）お産の進み方と産
後の過ごし方、呼吸法など

・29日（金）赤ちゃんのおふろ
※祖父母教室 25日の母親父
親教室と同時開催

【妊婦・新生児の訪問相談】
妊娠中の健康管理や、生後

間もない赤ちゃんに関する相

談をご自宅に伺ってお受けし
ます〈予約制〉。
【育児相談】
生活、歯の衛生、食事の相談。

◇受け付け 毎週水曜日午前
9時30分～10時30分

【にこにこ相談】
生活、食事の相談。

◇受け付け 13日（水）・27日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
指定医療機関へ直接お申し

込みください。
◇4か月児対象（満4か月～5か
月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに案

内通知をお届けします。受け
付けは午後1時～2時です。
◇1 歳6 ～7 か月児対象
・ 5 日 13年 4 月 1 日～10日生
・12日 13年 4 月11日～20日生
・19日 13年 4 月21日～30日生
◇3 歳2 か月児対象
・ 7 日 11年 9 月 1 日～10日生
・14日 11年 9 月11日～20日生
・21日 11年 9 月21日～30日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
◇2歳1か月児対象
・13日（水）午後1時30分～3時
・28日（木）午前9時30分～11時

離乳食の進め方など成長に
合わせたコースです。1週間
前までにご予約を。
【ごっくん離乳食教室】
・3～5か月児対象、28日（木）

午後1時30分～3時
【もぐもぐ離乳食教室】
・7～8か月児対象、1日（金）･
15日（金）午後1時30分～3時

【ｶﾐｶﾐ･ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ離乳食教室】
・10～12か月児対象、7日（木）
午前10時～11時

【離乳食卒業教室】
・1歳3か月～1歳5か月児対象、
26日（火）午前10時～11時

お子さんと一緒に楽しく学
べる体験教室です〈予約制〉。
【すくすく子育て教室】
赤ちゃんの病気と育児・遊
び方など。5～6か月児対象。
・6日（水）午後1時30分～3時
15分

【のびのびキッズ2歳児教室】
2歳児対象の体験教室。22

日のみ2歳～2歳6か月児対象。
時間は午前10時～11時です。
・8 日（金）楽しい食卓と好き
嫌い

・14日（木）むし歯予防とブラ
ッシング実習

・22日（金）生活リズムと遊び方

外で楽しく遊ぼう
十分に体を動かして遊ぶこ
とは、子どもの心や体の健康
にとても大切なことです。心
臓や肺、筋肉、骨が丈夫にな
るとともに、脳の発達も促さ
れます。
また、日中の運動は夜の睡

眠を助け、生活リズムを整え
るうえでも大切です。事故に
気をつけて、親子で楽しく外
遊びをしましょう。

● 11月のカレンダー

育児一口メモ

「
卑
弥
呼
の
鏡
論
争
」が
続
く
謎な

ぞ

の
鏡

▲真土大塚山公園にある三角縁四神二獣鏡
を形どった古墳広場
真土大塚山古墳から出土した三角縁四神
二獣鏡（東京国立博物館蔵）

▲
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